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12
月
会
議
案

１２月会議は９日から１２日までの４日間の会期で開かれ、 全て可決
されました。

条例改正
〇下郷町公園条例の一部を改正する条例の設定

〇職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の設定について

〇議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の設定

〇町長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例の設定

「ふるさと公園イベント等の受け入れ可能に」

議員提出議案
「議員定数が12人から10人に決定」

「下郷町公園条例の一部改正」（令和７年４月１日より改正）町長の許可を得ること①物品の販売、

募金その他これに類するもの②業として写真又は映画を撮影③興行を行うこと。④競技会、展示

会、集会その他これに類するもの⑤花火、キャンプファイヤーその他火気を使用することが追加

され、使用料も変更になった。

「議会議員定数条例の一部を改正する条例」については、次の一般選挙から適用となります。

人口減少や高齢化が加速しており、町議会を取り巻く状況も変化している。

現状では、町議会議員の定数削減が急務であると考え定数削減とした。

12月会議提出議案
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歳入歳出それぞれ1178万9000円の追加

令和6年度下郷町一般会計補正予算を審議

農
業
委
員
会
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
の
導
入
台
数
と
メ

リ
ッ
ト
は
。

13
台
の
導
入
を
予
定
し
て

お
り
、
農
地
法
に
基
づ
く

現
地
調
査
や
農
地
台
帳
の
管
理
、

各
種
事
業
と
の
連
携
に
お
い
て
必

要
不
可
欠
な
ツ
ー
ル
と
な
る
。

衆
議
院
議
員
総
選
挙
費
、

需
用
費
の
内
訳
に
つ
い
て

詳
し
く
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

掲

示

板

の

経

費

が

約

2
0
0
万
円
、
一
般
消
耗

選
挙
費
用

防
災
無
線
落
雷
被
害

鳥
獣
被
害
対
策

防
災
無
線
の
落
雷
被
害
の

詳
細
な
状
況
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。中

山
中
継
局
敷
地
内
の
ア

ン
テ
ナ
、
無
線
設
備
、
非

常
用
発
電
設
備
に
損
傷
が
あ
り
、

合
計
12
ヶ
所
の
損
傷
が
確
認
さ
れ

農
業

除
雪
機
購
入

遊
具
新
設
工
事

除
雪
機
が
性
能
検
査
に
不

備
が
あ
っ
て
、
除
雪
機
メ

ー
カ
ー
側
の
不
備
な
の
で
、
違
約

金
は
発
生
す
る
か
？

現
在
、
業
者
と
詳
細
に
つ

い
て
協
議
し
て
い
る

鳥
獣
害
対
策
だ
が
現
在
の

捕
獲
数
は
。

二
ホ
ン
ジ
カ
が
1
7
5

頭
、
イ
ノ
シ
シ
が
37
頭

養
鱒
公
園
の
遊
具
は
町
内

に
工
場
を
置
く
会
社
で
は

な
か
っ
た
が
入
札
に
は
入
っ
て
い

た
の
か

土
木
業
の
許
可
を
持
っ
て

い
な
い
事
業
者
だ
っ
た
の

で
入
っ
て
い
な
い

た
。
修
繕
費
用
は
合
計
5
7
7
万

5
0
0
0
円
と
な
っ
て
い
る
。

品
が
50
万

円
の
予
定

と
な
っ
て

い
る
。

と
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル
が
28
頭
ツ
キ
ノ

ワ
グ
マ
28
頭
、
合
計
で
2
6
8
頭
。

12
月
会
議
案
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一
般
質
問

一般質問
12月会議では、 7人の議員が11件の一般質問
を行い、活発な議論を展開しました。
5ページより、質問した順に代表する質問の
質疑応答を要約してお知らせします。

P ５

P６

大竹　浩治
●町政施行７０周年を迎えるにあたり式典等の行事について

渡部　　晢
●ナラ枯れ対策について

P ９
山名田　久美子
●障がい者虐待への対応について

●町内児童・生徒の学力について

P11
猪股　謙喜
●野菜の貯蔵と販売に雪室の利用を図ってはどうか

●新年度予算案について

P10
星　　邦一
●ネギの特産化と肥料高騰への支援について

●水稲維持に向けた集団化について

P ７湯田　純朗
●会津縦貫南道路の完成が湯野上温泉に与える

●小学校の統合問題について

P ８星　　和志
●湯野上地区解体現場２６３０万円の補償費をかけ何を計画か

“一般質問”は、議員が町の行政全般について、事務の執行状況や将来の方針等を聞き、町長

などに所信や疑問をただすことで、報告や説明を求めることです。

スマートフォンで右のQRコードを読み込むと今までのスマートフォンで右のQRコードを読み込むと今までの
会議録を読む事ができます会議録を読む事ができます
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一
般
質
問

下
郷
町
は
昭
和
の
大
合
併

に
よ
り
昭
和
30
年
四
月
一

日
に
楢
原
町
、
旭
田
村
、
江
川
村

の
一
町
二
村
が
合
併
・
誕
生
し
令

和
七
年
に
は
70
年
を
迎
え
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

　
戦
後
の
復
興
に
あ
た
り
先
人
達

は
農
林
業
の
振
興
の
も
と
、
本
町

発
展
の
原
動
力
と
な
り
今
日
に
至

り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
高
度
成
長

期
を
迎
え
国
策
事
業
の
大
川
ダ

ム
、
電
源
開
発
に
よ
る
大
内
ダ
ム

の
完
成
等
に
よ
り
本
町
は
活
性
化

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
近
年
は
甲
子

ト
ン
ネ
ル
の
開
通
や
高
規
格
道
路

「
会
津
循
環
南
道
路
」
四
工
区
の

整
備
着
工
と
そ
の
姿
は
日
に
日
に

形
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
本
町
も

大
き
く
変
革
を
迎
え
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
一
方
、
合
併
持
の
人
口

は
約
１
万
５
千
人
、
現
在
は
５
千

人
を
割
る
状
況
と
な
っ
て
き
ま
し

た
。

 

こ
の
よ
う
な
中
、
先
人
・
先
輩

達
が
作
り
あ
げ
た
経
緯
と
今
後
の

大竹　浩治　議員
kouji  ootake

町政施行70周年を迎えるにあたり
� 式典等の行事について

町政発展のさらなる
� 飛躍の年とするため検討している

質問

答弁

町
政
発
展
の
思
い
を
新
た
に
す
る

た
め
に
も
、
町
政
施
行
70
周
年
記

念
行
事
を
実
施
す
る
意
義
が
あ
る

と
考
え
ま
す
。

　
町
長
の
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

昭
和
30
年
４
月
１
日
、
楢

原
町
・
旭
田
村
・
江
川
村

が
明
る
い
活
力
の
あ
る
町
を
目
指

し
誕
生
し
た
「
下
郷
町
」
は
、
令

和
７
年
度
、
町
政
施
行
70
周
年
の

節
目
の
年
を
迎
え
る
。

　
町
で
は
、
過
去
の
各
周
年
の
節

目
の
年
に
は
、
記
念
式
典
を
実
施

し
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。

　
町
政
施
行
70
周
年
を
迎
え
る
令

和
７
年
度
は
、
町
政
発
展
の
さ
ら

な
る
飛
躍
の
年
と
す
る
た
め
、
本

町
に
お
い
て
過
去
に
実
施
し
た

「
周
年
行
事
」
の
内
容
や
、
ま
た

他
市
町
村
の
例
も
参
考
に
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
る
。
そ
の
実
施
に

あ
た
っ
て
は
、
議
員
の
皆
様
方
に

も
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
進

め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

写
真
は
60
周
年
記
念
事
業
の
も
の

写
真
は
60
周
年
記
念
事
業
の
も
の
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一
般
質
問

最
近
、
あ
る
林
業
関
係
の

仕
事
に
携
わ
っ
て
い
る
人

か
ら
指
摘
さ
れ
る
の
で
す
が
、
コ

ナ
ラ
や
ミ
ズ
ナ
ラ
な
ど
の
木
が
多

数
枯
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
こ

こ
２
～
３
年
の
う
ち
に
木
が
倒
れ

た
り
、
枝
が
落
ち
た
り
す
る
な

ど
、
道
路
に
木
が
倒
れ
て
車
に
被

害
を
加
え
た
り
、
電
話
線
や
送
電

線
な
ど
に
大
木
が
倒
れ
て
大
き
な

被
害
を
も
た
ら
す
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　
そ
れ
と
同
時
に
、
人
命
に
関
わ

る
よ
う
な
事
故
が
起
こ
っ
た
場
合

も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
今
年
の
春
に
神
奈
川
県
の
あ
る

キ
ャ
ン
プ
場
で
、
倒
木
の
為
に
死

亡
事
故
が
発
生
し
て
大
き
な
問
題

と
な
り
ま
し
た
。

　
本
町
で
は
広
域
消
防
署
下
郷
出

張
所
の
対
岸
側
な
ど
は
、
特
に
甚

だ
し
い
状
態
で
危
険
で
す
。

　
い
ず
れ
何
年
か
後
に
は
木
が
倒

れ
落
下
し
、
走
っ
て
い
る
電
車
に

被
害
を
及
ぼ
す
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
原
因
が
カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム

シ
（
カ
シ
ナ
ガ
）
が
、
木
を
蝕
ん

で
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
で
き
れ
ば
町
当
局
に
は
、
至
急

に
調
査
し
て
も
ら
い
、
薬
剤
注
入

や
伐
倒
な
ど
の
作
業
で
解
決
を
図

っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す

が
、
町
長
の
考
え
を
お
聞
か
せ
願

え
た
い
と
思
い
ま
す
。

ナラ枯れ対策について

被害減少に努めたい

質問

答弁
渡部　　哲　議員

tetsu  watanabe

本
町
に
お
い
て
も
カ
シ
ナ

ガ
に
よ
る
ナ
ラ
枯
れ
の
被

害
が
拡
大
し
て
い
る
。

　
町
で
は
平
成
29
年
度
以
降
、
状

況
に
応
じ
た
対
策
を
講
じ
被
害
防

止
に
努
め
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
全
国
的
に
被
害
拡
大
の
一
途

を
辿
っ
て
お
り
、
倒
木
等
に
よ
り

主
要
道
路
や
鉄
道
沿
線
な
ど
、

様
々
な
箇
所
で
の
被
害
が
想
定
さ

れ
る
た
め
、
危
険
木
等
の
管
理
に

努
め
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

 

広
域
消
防
署
下
郷
出
張
所
裏
側

の
区
域
に
つ
い
て
も
、
本
年
度
に

入
り
被
害
状
況
が
著
し
く
、
庁
舎

か
ら
も
確
認
で
き
た
こ
と
か
ら
、

８
月
に
は
南
会
津
農
林
事
務
所
と

町
内
外
の
被
害
状
況
や
今
ま
で
の

事
業
状
況
等
に
つ
い
て
の
協
議
も

行
っ
て
い
る
。

　
カ
シ
ナ
ガ
被
害
に
つ
い
て
は
町

単
独
で
の
対
策
が
非
常
に
困
難
で

あ
る
た
め
、
引
き
続
き
関
係
機
関

と
連
携
し
、
被
害
減
少
に
向
け
た

取
り
組
み
を
検
討
し
、
会
津
総
合

開
発
協
議
会
南
会
津
地
方
部
会
を

通
じ
、
広
域
的
な
対
応
の
必
要
性

を
県
へ
継
続
要
望
し
て
い
る
。

　
森
林
所
有
者
の
関
心
の
低
下
に

よ
る
管
理
不
足
も
懸
念
さ
れ
て
お

り
、
町
と
し
て
は
、
国
森
林
環
境

譲
与
税
や
県
森
林
環
境
税
等
を
活

用
し
、
こ
れ
ま
で
の
人
工
林
を
中

心
と
し
た
森
林
整
備
だ
け
で
は
な

く
、
広
葉
樹
を
中
心
と
し
た
森
林

整
備
事
業
に
つ
い
て
も
、
地
元
森

林
組
合
等
と
幅
広
く
検
討
を
行

い
、
下
郷
が
誇
る
豊
か
な
景
観
形

成
に
努
め
て
い
き
た
い
。
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一
般
質
問

湯田 純朗　議員
sumio  yuda

質問

答弁

会津縦貫南道路の完成が
� 湯野上温泉に与える影響は

湯野上地域の整備は、
� 観光・交流の拠点として重要

質
問

答
弁小
学
校
の
統
合
問
題
に
つ
い
て

具
体
的
方
向
性
を
示
す

本
町
の
観
光
地
で
あ
る
大

内
宿
塔
の
へ
つ
り
等
へ
の

観
光
客
が
昨
年
に
比
べ
か
な
り
増

し
て
い
る
が
、
本
町
の
湯
野
上
温

泉
は
、
県
外
の
観
光
客
に
あ
ま
り

認
知
さ
れ
て
い
な
い
よ
に
思
え
て

な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
お
尋
ね
し

ま
す
。

①
湯
野
上
地
域
整
備
計
画
が
大
々

的
に
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た

が
こ
の
計
画
は
取
り
や
め
に
な

っ
た
の
か
。
そ
れ
と
も
今
後
実

施
さ
れ
る
の
か
。

②
会
津
縦
貫
南
道
路
が
開
通
し
た

場
合
、
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ

る
と
お
考
え
か
。

③
こ
の
計
画
作
成
に
あ
た
り
、
熊

本
県
黒
川
温
泉
を
視
察
さ
れ
、

湯
野
上
温
泉
を
ど
の
よ
う
に
し

た
い
と
考
え
た
の
か
。

④
宮
城
大
学
の
森
山
昌
志
ク
ル
ー

に
５
１
，
３
５
５
，
１
２
０
円

（
国
県
等
補
助
金
３
８
，
５
８

６
，
２
８
０
円
一
般
財
源
２
，

７
６
８
，
８
４
０
円
）
が
い
つ

支
払
わ
れ
た
の
か
。

湯
野
上
温
泉
地
域
整
備
基

本
計
画
に
つ
い
て
は
、
湯

野
上
地
域
の
生
活
環
境
の
向
上

と
、
温
泉
地
と
し
て
の
地
域
経
済

活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

平
成
28
年
度
に
策
定
を
し
て
い

る
。
こ
の
計
画
は
、
観
光
・
交
流

の
拠
点
と
し
て
重
要
な
も
の
で
あ

と
考
え
て
お
り
、
今
後
将
来
を
見

据
え
た
地
域
の
あ
り
方
、
町
の
財

政
状
況
等
を
勘
案
し
、
事
業
実
施

に
向
け
て
検
討
を
重
ね
て
い
く
。

　
会
津
縦
貫
南
道
路
が
開
通
し
た

際
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
利
便
性

の
向
上
や
移
動
時
間
の
短
縮
に
よ

っ
て
、
町
が
通
過
点
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
懸
念
も
あ
る

が
、
既
存
の
観
光
地
の
磨
き
上
げ

や
、
新
た
な
観
光
資
源
の
開
発
整

備
に
取
り
組
み
、
交
流
人
口
や
関

係
人
口
の
増
加
に
と
り
組
ん
で

い
く
。
ま
た
、
黒
川
温
泉
視
察
に

つ
い
て
は
、
地
元
の
方
々
の
努
力

に
よ
り
全
国
有
数
の
温
泉
地
と
な

っ
た
事
例
を
視
察
し
た
も
の
で
あ

る
。
湯
野
上
温
泉
は
、
大
内
宿
と

塔
の
へ
つ
り
の
中
間
点
に
あ
た

り
、
観
光
・
交
流
の
拠
点
と
し
て

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
今

後
様
々
な
視
点
か
ら
、
事
業
実
施

に
向
け
検
討
を
重
ね
て
い
く
。

　
宮
城
大
学
に
支
払
わ
れ
た
経
費

は
事
業
費
５
１
，
３
５
５
，
１
２

０
円
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年
度

で
の
湯
野
上
地
域
整
備
に
要
し
た

総
事
業
費
に
な
り
、
平
成
27
年
度

こ
の
問
題
に
は
、
約
９
年

前
よ
り
取
り
上
げ
て
き

た
。
当
時
の
町
長
の
答
弁
は
、
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
少
数
で
の

教
育
が
大
事
で
あ
る
と
、
私
の
記

憶
に
あ
る
が
、
今
も
そ
の
考
え
に

変
わ
り
は
な
い
の
か
。

　
今
年
の
総
務
文
教
常
任
委
員
会

の
視
察
研
修
が
、
青
森
県
の
南
部

町
三
戸
町
に
お
い
て
、
小
学
校
の

統
廃
合
に
つ
い
て
研
修
し
て
き
た

が
、
今
後
の
進
め
方
と
い
う
か
プ

ロ
セ
ス
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

町
と
学
校
教
育
に
携
わ
る

方
々
、
さ
ら
に
は
地
域
の

方
々
と
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
の

た
め
に
よ
り
よ
い
方
向
性
を
見
定

め
て
い
く
こ
と
が
大
切
な
こ
と
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
今
後
、
少

人
数
の
学
級
や
複
式
学
級
が
進
む

と
推
測
さ
れ
る
が
、
地
域
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
重
要
性
、
地
域
の
未

来
、
教
育
環
境
の
あ
り
方
に
つ
い

て
皆
さ
ん
の
意
見
を
伺
な
が
ら
検

討
し
て
い
く
。
１
月
７
日
に
第
１

回
教
育
懇
会
を
開
催
し
、
各
小
中

学
校
長
よ
り
意
見
を
頂
い
た
か
に

は
小
中
学
校
を
合
わ
た
統
廃
合
も

視
野
に
入
れ
た
検
討
も
必
要
で
あ

る
と
い
う
意
見
も
あ
る
の
で
具
体

的
な
方
向
性
を
定
め
て
い
く
。

お
金
や
時
間
を
か
け
な
い

方
法
な
い
の
か
。
例
え

ば
、
旭
田
小
と
栖
原
小
を
先
に
統

合
す
る
と
か
。

　
早
く
進
め
て
頂
き
た
い
。

学
校
の
適
正
配
置
も
含
め

て
検
討
し
て
い
く
。

に
湯
野
上
地
域
整
備
基
本
構
想
策

定
業
務
と
し
て
５
，
７
７
８
，
０

０
０
円
平
27
年
度
に
７
，
５
６

０
，
０
０
０
円
、
合
計
１
３
，
３

３
８
，
０
０
０
円
で
あ
る
。

　
創
生
先
行
型
交
付
金
及
び
加
速

化
交
付
金
１
２
，
５
６
０
，
０
０

０
円
一
般
財
源
が
７
７
８
，
０
０

０
円
、
ほ
ぼ
地
方
創
生
付
金
を
活

用
し
、
事
業
を
実
施
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
計
画
は
、

壮
大
な
計
画
で
あ
る
た
め
、
事
業

の
実
施
に
は
時
間
を
要
し
て
い
る

が
着
実
に
一
歩
一
歩
進
め
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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一
般
質
問

湯
野
上
解
体
現
場
の
計
画

内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
？

江
川
郵
便
局
南
側
に
位
置

す
る
町
道
の
拡
幅
事
業

で
、
現
在
の
幅
員
1
・
7
m
か
ら

車
道
幅
員
5
m
、
歩
道
部
2
・

5
m
に
拡
幅
し
、
安
全
性
と
利
便

性
の
向
上
を
図
る
計
画
で
す
。

道
路
が
地
域
発
展
に
最
も

重
要
で
あ
り
、
令
和
元
年

12
月
の
定
例
会
で
協
議
さ
れ
、
地

区
か
ら
の
要
望
に
基
づ
い
て
い
る
。

　
拡
幅
す
る
道
路
の
先
に
あ
る
横

に
走
る
道
路
は
狭
い
が
、
そ
れ
で

は
意
味
が
な
い
の
で
は
な
い
か
？

国
道
と
の
接
続
部
分
で
隅

切
り
を
行
い
、
見
通
し
を

確
保
す
る
計
画
が
あ
り
、
専
門
家

の
判
断
に
基
づ
い
て
進
め
る
。

土
管
理
者
と
の
協
議
は
進

ん
で
い
る
の
か
？

町道の拡幅事業を計画

湯野上地区解体現場2630万円の
� 補償費をかけ何を計画か

質問

答弁
星　　和志　議員

kazushi  hoshi

建
設
課
長

　
詳
細
な
内
容

の
検
討
に
つ
い
て
は
今
後

協
議
を
進
め
る
予
定
で
あ
る
と
説

明
し
ま
し
た
。

解
体
し
て
い
る
土
地
は
、

町
民
が
購
入
の
た
め
資
金

調
達
の
準
備
ま
で
整
え
た
と
こ
ろ

を
、
地
区
内
の
有
力
者
の
方
に
使

わ
せ
る
か
ら
手
を
引
け
と
言
わ
れ

断
念
し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
経
緯
を
考
え
る
と
、
当
初
か
ら

空
き
家
と
土
地
の
買
収
あ
り
き
で

の
道
路
事
業
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

町
の
見
解
は
？

そ
の
と
き
、
湯
野
上
地
域

推
進
振
興
推
進
区
民
会
議

で
決
議
文
を
出
し
た
と
い
う
こ
と

は
、
湯
野
上
地
区
の
総
意
で
あ
っ

た
そ
れ
に
基
づ
い
て
私
は
全
員
協

議
会
に
出
し
た
全
員
協
議
会
に
か

け
て
ご
理
解
い
た
だ
い
た
と
い
う

こ
と
で
私
は
解
釈
し
て
い
る
。
部

分
的
に
で
は
な
く
広
く
使
っ
て
ほ

し
い
と
の
要
望
が
あ
っ
た
。
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一
般
質
問

山名田　久美子　議員
kumiko  yamanada

答弁

障がい者虐待への対応について

県と協議の上意見は申し上げる

質問

全
国
学
力
テ
ス
ト
に
お
け

る
町
内
の
学
校
の
成
績
は

ど
う
か
？小

学
校
は
国
語
で
全
国
平

均
を
1
・
3
ポ
イ
ン
ト
上

回
り
、
算
数
は
0
・
3
ポ
イ
ン
ト

下
回
っ
た
。
中
学
校
は
全
国
・
県

平
均
を
下
回
る
結
果
と
な
っ
た
。

複
式
学
級
は
学
力
に
影
響

が
あ
る
か
？

校
長
先
生
方
の
意
見
で

は
、
複
式
学
級
が
学
力
に

大
き
く
影
響
す
る
こ
と
は
な
い
と

の
報
告
が
あ
る
。
支
援
員
の
サ
ポ

ー
ト
体
制
も
整
え
て
い
る
。

質
問

答
弁 町
内
児
童
・
生
徒
の
学
力
に
つ
い
て

読
解
力
を
高
め
学
力
向
上
を
目
指
す

今
年
８
月
社
会
福
祉
法
人

南
陽
会
が
運
営
す
る
作
業

所
に
お
い
て
、
障
が
い
者
で
あ
る

利
用
者
に
虐
待
を
行
な
っ
て
い
る

と
騒
ぎ
に
な
っ
た
。
事
件
発
生
か

ら
４
ヶ
月
が
経
過
し
て
も
い
ま
だ

家
族
、
保
護
者
へ
の
説
明
が
行
わ

れ
て
い
な
い
。
町
に
直
接
相
談
が

あ
っ
た
と
聞
く
が
、
こ
の
事
件
に

関
す
る
経
過
と
、
町
の
対
応
に
つ

い
て
伺
う
。

今
年
10
月
下
旬
、
町
健
康

福
祉
課
に
直
接
相
談
が
あ

っ
た
。
そ
の
内
容
と
し
て
「
怖
い

従
業
員
が
い
る
」
「
施
設
に
行
き

た
く
な
い
」
と
利
用
者
の
声
が
複

数
出
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

同
様
に
南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

に
も
情
報
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
こ

と
か
ら
、
県
と
連
携
し
て
対
応
す

る
こ
と
と
し
た
。

・
11
月
1
日

　
施
設
の
代
表
者
か
ら
聞
き
取
調

査
・
11
月
19
日

　
南
会
津
町
役
場
健
康
福
祉
課
に

説
明

・
12
月
５
・
６
日

　
施
設
の
利
用
者
を
対
象
に
面
談

を
実
施

　
詳
し
い
内
容
は
調
査
中
な
の
で

差
し
控
え
る
。

南
陽
会
の
理
事
は
「
こ
の

件
は
解
決
し
て
い
る
と
聞

い
た
」
と
い
う
こ
と
は
、
「
虐
待

は
な
か
っ
た
」
「
誤
解
だ
っ
た
」

と
い
う
こ
と
な
の
か
。
こ
の
時
点

で
利
用
者
か
ら
の
聞
き
取
り
は
実

施
さ
れ
て
い
な
い
。
職
員
に
対
し

て
も
聴
き
取
り
は
実
施
さ
れ
て
い

な
い
。
緊
急
性
が
な
い
と
思
っ
て

い
た
の
か
伺
う
。

虐
待
と
思
わ
れ
る
事
案
が

発
生
し
た
の
が
8
月
中
と

思
わ
れ
、
相
談
が
10
月
下
旬
、
２

ヶ
月
以
上
経
過
し
た
こ
と
と
、
施

設
の
代
表
者
か
ら
の
聞
き
取
に
よ

り
、
緊
急
性
は
低
い
と
判
断
し
た
。

障
が
い
者
虐
待
防
止
法
の

中
に
、

・
虐
待
（
疑
い
を
含
む
）
を
発
見

し
た
人
は
通
報
の
義
務
が
あ
る
。

・
通
報
や
届
出
を
し
た
人
は
不
利

益
を
受
け
な
い
よ
う
法
律
上
保

護
さ
れ
る
。

　
利
用
者
が
信
頼
し
手
紙
を
託
し

た
職
員
が
、
理
由
も
な
く
降
格
さ

せ
ら
れ
た
と
聞
い
た
。

　
早
急
に
事
実
解
明
を
し
、
関
係

者
の
処
分
と
今
後
の
再
発
防
止
策

を
立
て
る
た
め
、
南
陽
会
理
事
会

あ
か
ま
つ
荘
保
護
者
会
が
立
ち
上

が
っ
て
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
障
が
い
者
の
み
な
ら
ず
、
高
齢

者
、
児
童
、
女
性
な
ど
あ
ら
ゆ
る

人
に
対
し
て
の
虐
待
、
そ
し
て
職

員
に
対
す
る
パ
ワ
ハ
ラ
は
絶
対
に

許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

　
作
業
所
は
町
内
に
あ
る
こ
と
か

ら
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
と
し

て
、
今
後
も
対
応
し
て
行
く
こ
と

を
考
え
て
い
る
。
と
に
か
く
、
利

用
者
と
そ
れ
を
支
え
て
い
る
職
員

を
守
る
こ
と
が
一
番
大
事
な
こ
と

と
考
え
る
。

町
と
し
て
も
県
と
の
協
議

の
上
、
い
ろ
い
ろ
な
意
見

は
申
し
上
げ
て
い
く
。
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一
般
質
問

6
月
議
会
の
一
般
質
間
を

行
っ
た
ネ
ギ
の
特
産
化
と

肥
料
高
騰
支
援
に
つ
い
て
そ
の
後

の
進
捗
状
況
と
、
次
年
度
予
算
化

の
考
え
は
あ
る
の
か
伺
う
。

ネ
ギ
の
特
産
化
に
つ
い
て

は
、
農
政
連
絡
会
議
を
開

催
し
、
品
種
の
実
証
や
新
規
就
農

者
へ
の
生
産
振
興
、
農
業
政
策
に

つ
い
て
の
情
報
交
換
等
を
行
い
、

特
産
作
物
と
し
て
支
援
事
業
は
継

続
す
る
と
と
も
に
、
今
年
度
中
に

策
定
す
る
地
城
計
画
の
策
定
に
よ

り
ネ
ギ
の
振
興
が
見
込
ま
れ
れ
ば

高
収
益
化
計
画
の
作
成
も
盛
り
込

ん
で
い
く
予
定
で
あ
る
。

質
問

答
弁水
稲
維
持
に
向
け
た
集
団
化
に
つ
い
て

要
望
が
あ
れ
ば
支
援
し

�

水
稲
維
持
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　
肥
料
高
騰
対
策
に
つ
い
て
は
、

町
で
も
当
初
予
算
で
の
対
策
は
考

え
て
い
な
い
が
、
国
や
県
の
情
報

を
把
握
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
く

考
え
で
あ
る
。

町
長
の
答
弁
で
は
生
産
者

が
増
え
れ
ば
と
い
っ
た
積

極
性
が
感
じ
ら
れ
な
い
。
高
収
益

化
計
画
の
作
成
を
進
め
て
い
る
と

の
こ
と
だ
が
、
計
画
を
策
定
す
る

前
に
ま
ず
は
農
家
に
や
る
気
、
元

気
を
出
さ
せ
る
こ
と
が
最
優
先
で

は
な
い
か
。
町
長
が
先
頭
に
立
っ

て
ネ
ギ
を
作
る
ぞ
。
と
言
え
ば
相

当
数
の
農
家
が
や
る
気
を
出
し
、

そ
れ
が
農
業
発
展
に
つ
な
が
る
の

で
は
な
い
か
。

　

作
る
人
が
い
る
か
ら
補
助
金

を
出
す
の
で
は
な
く
、
補
助
金
を

出
す
か
ら
作
れ
と
い
う
よ
う
で
な

い
と
、
高
齢
化
し
た
農
家
の
方
々

は
生
き
残
れ
な
い
と
こ
ろ
ま
で
来

て
い
る
が
、
そ
う
い
っ
た
意
気
込

み
が
あ
る
の
か
伺
う
。

ネギの特産化と肥料高騰への支援について

国や県の情報を把握しながら対応していく

質問

答弁
星　　邦一　議員

kuniichi  hoshi

町
の
主
産
業
で
あ
る
水
稲

農
家
を
維
持
し
て
い
く
た

め
に
は
、
町
主
導
で
集
団
化
が
可

能
な
地
区
を
組
織
化
、
法
人
化
し

て
い
く
な
ど
の
支
援
が
必
要
と
考

え
る
が
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

農
家
の
方
が
共
同
で
行
う

組
織
化
は
重
要
で
あ
り
、

農
業
再
生
協
議
会
に
お
い
て
相
談

対
応
や
法
人
登
記
費
用
の
助
成
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
組
織
化
に
つ
い
て
は
、
地
域
か

ら
要
望
が
あ
れ
ば
支
援
し
水
稲
維

持
に
つ
な
げ
て
い
く
。

要
望
が
あ
っ
た
ら
と
い
う

姿
勢
で
な
く
積
極
的
に
前

に
出
て
農
家
を
元
気
づ
け
る
役
割

を
担
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
農
業

と
観
光
の
ま
ち
と
し
て
町
長
の
思

い
は
農
家
に
届
い
て
い
な
い
た

め
、
農
業
に
対
す
る
思
い
を
聞
か

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

担
当
課
に
お
け
る
熱
意
が

農
業
振
興
に
つ
な
が
る

が
、
そ
れ
が
少
な
か
っ
た
と
反
省

す
る
。
今
後
は
農
家
に
出
向
き
、

声
を
聞
き
な
が
ら
当
初
予
算
編
成

や
人
事
配
置
を
行
い
農
業
振
興
に

当
た
っ
て
い
く
。

私
の
方
針
は
色
々
な
産
業

の
人
た
ち
か
ら
相
談
を
受

け
な
が
ら
や
っ
て
い
く
こ
と
、
そ

れ
と
同
時
に
私
が
先
頭
に
な
っ
て

や
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
る
。

生
産
者
を
増
や
し
て
予
算
ま
で
を

確
保
す
る
と
い
っ
た
令
和
7
年
度

予
算
が
担
当
課
か
ら
出
さ
れ
れ

ば
、
そ
れ
を
受
け
止
め
て
や
っ
て

い
く
。
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雪
中
野
菜
は
、
雪
中
で
糖

度
が
高
ま
り
認
知
と
人
気

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

降
雪
量
に
左
右
さ
れ
や
す
く
、
雪

が
深
け
れ
ば
雪
堀
や
搬
出
に
苦
労

す
る
事
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

雪
室
利
用
で
保
存
性
を
高
め
出
荷

ま
で
の
労
力
の
軽
減
が
図
れ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
さ
ら
に
暖
冬
対
策
と
収
穫
後
か

ら
降
雪
の
間
、
電
気
に
よ
る
空
調

可
能
な
雪
室
を
併
設
す
る
こ
と
に

よ
り
、
暖
冬
に
も
対
応
で
き
ま

す
。
そ
こ
で
、
雪
室
を
試
験
的
に

導
入
す
る
こ
と
を
考
え
て
は
ど
う

で
し
ょ
う
か

雪
室
に
つ
い
て
は
、
野
菜

の
高
付
加
価
値
化
や
出
荷

時
期
の
分
散
、
な
ど
利
点
も
多
く

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
降
雪
量
に

大
き
く
左
右
さ
れ
る
こ
と
や
、
施

設
の
建
設
費
用
、
雪
や
野
菜
の
運

搬
費
用
。
ま
た
、
空
調
可
能
な
雪

室
併
設
と
な
れ
ば
、
そ
の
分
の
電

気
料
な
ど
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

も
通
常
の
貯
蔵
庫
と
は
異
な
る
負

担
が
予
想
さ
れ
る
。
さ
ら
に
は
、

質
問答

弁新
年
度
予
算
案
に
つ
い
て

健
全
財
政
堅
持
に
つ
と
め
る

質問

答弁

野菜の貯蔵と販売に雪室の利用を図ってはどうか

利点は多いが要望が無い
猪股　謙喜　議員

kenki  inomata

新
年
度
予
算
案
に
対
し
、

以
下
の
件
に
つ
き
ま
し
て

町
長
の
お
考
え
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

○
人
口
減
少
に
対
す
る
施
策
。
特

に
移
住
促
進
と
住
居
の
供
給
。

○
子
育
て
支
援
。
個
別
支
援
と
制

度
の
見
直
し
・
拡
充
。

○
教
育
環
境
整
備
。
通
学
支
援
と

放
課
後
の
過
ご
し
方
。

○
高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
に
対
す

る
見
守
り
体
制
と
支
援
拡
充
。

　
財
源
が
限
ら
れ
て
い
る
中
で
他

市
町
村
と
の
差
別
化
を
図
る
時
代

で
す
。
下
郷
町
に
安
心
し
て
住
み

た
い
、
子
育
て
し
た
い
。
そ
の
様

な
ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

こ
れ
ま
で
国
県
主
導
に
よ

る
も
の
を
は
じ
め
下
郷
町

総
合
計
画
等
に
基
づ
き
各
分
野
に

お
い
て
展
開
し
て
き
た
。
新
年
度

予
算
は
現
在
作
業
中
で
あ
る
が
、

固
定
資
産
税
の
減
少
が
続
い
て
い

る
な
ど
か
ら
健
全
財
政
の
堅
持
に

つ
と
め
る
。
国
県
の
動
向
に
注
視

し
下
郷
町
総
合
計
画
の
実
現
を

目
指
し
て
い
き
た
い
。

　
人
口
減
少
・
子
育
て
支
援
・

教
育
環
境
整
備
・
高
齢
者
の
一

し
支
援
に
つ
い
て
も
、
住
ん
で
よ

か
っ
た
・
ず
っ
と
住
み
た
い
・

住
ん
で
み
た
い
、
と
思
え
る
よ
う

な
町
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、

引
き
続
き
取
り
組
む
べ
き
課
題

と
認
識
し
て
お
り
、
予
算
編
成
の

基
本
的
な
考
え
に
基
づ
き
対
応

し
て
い
く
。

農
家
か
ら
の
相
談
や
要
望
も
無
い

こ
と
か
ら
、
そ
の
導
入
に
関
し
て

は
検
討
は
行
な
っ
て
い
な
い
状
況

で
あ
る
。
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会
ト
ピ
ッ
ク
ス

総務文教常任委員会総務文教常任委員会 10月2日（水）から4日（金）10月2日（水）から4日（金）

義務教育をどうするかが統合の始まり義務教育をどうするかが統合の始まり 青森県三戸町青森県三戸町
　青森県の南部に位置し、南は岩手県、西は秋田県との県境に位置する。戦国時代に三戸南部氏の居

城「三戸城」築かれ、城下町として古い歴史を有する町である。平成１０年度は、小学児童数５９０名、

令和６年度は２９１名となり６５％の減となり、中学生徒数は平成１０年度４５６名が同じく１９３

名で５７％の減となり、１６年で児童生徒が半減した。小学校が１２校、中学校５校であったが現在

は小学校２校、中学校１校になっている。令和２年２月２７日杉沢小中学校の統合の第１回目の懇談

会開催、そして令和４年４月から統合になった。統合にかかった予算は、閉校式開催事業に４０万円、

学校維持経費は令和元年の実績で、杉沢小中で１，８００万円の交付税参入で１，０００万円。斗川小

学校では１，２００の交付税参入で学校維持経費１，１００円で済んだ。

　小中学校の一貫教育の成果と課題としては、不登校数の減少、中学入学時の不安の緩和、児童生徒

の変容（中学生の小学生の手本となる意識）確かな学力の定着、教員の意識改革が見られた。

　下郷町でも、小中学校の統廃合を考えるならば、順序を踏まえ懇談会や検討会において十分議論し、

進めることが重要であると認識を持った。

○道の駅奥入瀬ろまんパーク

　道の駅自体は、赤字経営であるが、スキー場の経営を含めると黒字経

営。隣にあったビール館は民間に売却した。

　市町村合併で公社の運営となり、正社員が３０名程いるが、経営が厳

しいので合理化が求められていることは必須、今後どのような経営をす

るか早急に協議が必要であるということであった。

○学校でのＤＸ活用

　令和５年度から全ての小中学校で総合型校務支援システム「スズキ校務」を導入し名簿情報管理、

出欠情報管理、通知表作成、指導要領作成など総合管理を行っている。

メリットは成績処理の正確性や信頼性の向上、教員の負担感、多忙感の軽減、連絡事項、学校行事また、

必要な票帳管理も備えており教員の負担軽減につながった。

検討委員会での議論の項目検討委員会での議論の項目
　①小学校の統廃合について、②学級編成について、③通学について、④教育環境について、⑤スポ

ーツ少年団やＰＴＡ活動について等、その結果一年後に統合すべきと答申をいただく。その後、苦慮

した点は、学校は地域の皆さんと保護者にとってはコミュニティの中心でそれが失われたこと。統合

するとバス等の交通手段が変ることについては、時間の問題等で苦慮された。

小学校統廃合の先進地視察小学校統廃合の先進地視察 青森県南部町青森県南部町
　南部町、名川町、福地村の３町村が合併し「南部町」が誕生した。青森県の南東に位置し、人口１６,０００人、

世帯数約７，４００世帯で、県下第２位の人口を有する。合併当時２，０００人の児童がいたが、現在

は９００人と半減した。現在、給食費、医療費、修学旅行費の無償化を実施している。令和５年度に
小学校８校を３校に統合した。統廃合にあたっては、校舎を新た

に新築したのではなく、元々の校舎を使用している。統廃合につ

いては、中学校以下の子供を持つ家庭へ小学校統廃合のアンケー

トを取った結果、統廃合したほうがよい答えた方は全体の６３.６

％で、望ましくないが３６.４％という結果であった。その結果を

受けて、住民説明会４か所で開催。その後学校統合検討会を設立

し、統合に関する総合的な方策を諮問し議論をする。

行政視察行政視察
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産業厚生常任委員会産業厚生常任委員会 8月21日（水）から23日（金）8月21日（水）から23日（金）

岩手県盛岡市「農事組合となん」の取り組み岩手県盛岡市「農事組合となん」の取り組み
　平成19年「都南営農組合」を立ち上げ平成25年に農事組合とし

て法人化。設立から運営に携わってきた組合長はJA職員定年退職

後、リーダーシップをとり農業を守り、次世代に繋ぐという強い

意志を持って後継者不足、担い手の高齢化、農業の取り巻く課題

を解決するため農地の管理、利用集積、就農支援などもに取組ん

でいる。農地中間管理機構（農地バンク）を通じ農地を農事組合

法人に貸し付け、農業者及び農地所有者は農地の出し手になり、

自作希望者と農事組合は「特定

農作業委託契約」を結ぶ。農事

組合は農地の利用調整と直接農

業経営行う仕組みを取り、農地

利用調整を農事組合が行うこと

で、担い手の負担軽減、中山間

直接支払い制度や多面的機能支

払制度についても一体的な運営

が可能などのメリットがあるこ

とであった。

他、視察先：岩手県雫石町・社会福祉協議会　学童保育事業の運営状況・課題について

秋田県能代市における白神ねぎの取り組み秋田県能代市における白神ねぎの取り組み
　秋田県能代市における特産品の「白神ねぎ」は機械化の一貫体系により年間5万トン、約17億2千万

円を出荷し、市町村別で全国9位。生産拡大を図るため種苗会社など関係機関と連携し栽培指導体制の

強化、技術指導に取り組み新規就農者への講習会開催や、土壌診断による施肥指導など生産者のスキ

ルアップのため営農指導を徹底し品質向上、支援体制を進めブランド力を高めて生産出荷額を増大し

てきた。園芸メガ団地では作業所は機械が整備され工場化され、労働力の軽減と作業効率化が図られ

ている。

特産品の取り組みや農業振興策、農事組合法人における
運営状況や農業法人の在り方について視察

常任委員会常任委員会
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江川小学校訪問江川小学校訪問

企業支援事業企業支援事業

その他の調査箇所その他の調査箇所

暁精機株式会社暁精機株式会社

◇下郷町野外活動施設遊具新設工事◇下郷町野外活動施設遊具新設工事
◇会津縦貫南道路湯野上バイパス４号橋工事◇会津縦貫南道路湯野上バイパス４号橋工事
◇旭田小学校給水管布設替工事◇旭田小学校給水管布設替工事
◇コミュニティセンター太陽光設備データ収集システム改修◇コミュニティセンター太陽光設備データ収集システム改修

　学校経営・運営ビジョンに基づいた説明を受け児童減少による

複式学級化、通級指導及びデジタル教育等について意見交換を行う。

　町内企業振興と安定した就労を支援するため、予算の範囲内で従業員のトイレ改修工事に限度額５０

万を助成した。

【質疑・提言等】

単式と複式でどちら良いのか。

補助限度額が低額すぎるのでは。

野外活動施設に、２基の遊具が設されたが、もっと目玉となる遊具の設置をお願いしたい。

デジタル教育のメリット・デメリットは。

今後、地元からの更なる従業員雇用を考えているのか。

養鱒公園を含めた観光ＰＲを国道２８９号路線に看板等を設置してはどうか。

工場を増やす計画はあるのか。

休息所等の環境整備も必要ではないか。

単式の場合、学年毎の指導となり、教員が常に児童と向き合える。複式の場合は授業時間内に

直接担任の指導を受けない時間が発生するので単式が理想である。

今回は、トイレの水回りの修繕だったが、補助金が増額されればさらに職場環境を改善が図れる。

今後、財政状況に応じて遊具の充実を図る。

児童はタブレットを使用し自分の考えをまとめ他の児童と意見交換

や、自宅に持ち帰り学習ができる。また、児童の発言が減ってしま

うことが懸念されるので必ず一回以上は発言する場を設けている。

地域貢献の意味から地元の若者の雇用を考えている。

今後、多くの誘客が図れるよう検討する。

以前は工場移転や増設の計画を検討したが、現在は考えていない。

以前は工場移転や増設の計画を検討したが、現在は考えていない。

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

A

A

A

A

A

A

A

A

総務文教常任委員会総務文教常任委員会 ９月２４日（火）実施９月２４日（火）実施所管事務調査所管事務調査
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ニホンジカGPS行動追跡調査業務委託ニホンジカGPS行動追跡調査業務委託

合川橋橋梁補修工事合川橋橋梁補修工事

　ニホンジカ増加による森林被害の顕著化、下草が無くなり、落葉や根まで食べて、土壌流出などの

深刻な被害が懸念されるため

　長寿命化修繕策定計画による延命化指置

○調査地点 南倉沢旧国道289号線入口
○シカ２頭にGPSを付けて追跡

○二級町道張平沢入線合川橋
•工期　令和6年9月～
� 令和7年3月　
•金額　23,859千円
• 財源　国費：14，172千円
　　　　基金：9，600千円
　　　　一般：87千円

○結果
　１グループが４〜５頭、推測で何十頭かが、いつくかの林道沿いに生息している模様。一夫多

妻制であり人間の手を加えないと頭数の減少は困難である。

　内容によっては通行止めもある。小松川から大松川へ抜ける町道小松川寺山線を迂回路として

工事を進めていく。

　親柱の補修も検討したが交付金対象外のため、含まなかった。

ひび割れ、断面復工
昭和３３年竣工（６６年経過）

その他の調査箇所その他の調査箇所
◇小坂橋橋梁補修工事　クラインガルテン移動式囲い罠整備事業◇小坂橋橋梁補修工事　クラインガルテン移動式囲い罠整備事業
　会津縦貫南道路湯野上バイパス（仮）4号橋現地視察　会津縦貫南道路湯野上バイパス（仮）4号橋現地視察
◇デイサービスセンター機能訓練室空調機修繕及び通所介護事業◇デイサービスセンター機能訓練室空調機修繕及び通所介護事業
　町営下中平団地改修工事　町営下中平団地改修工事
◇大川ふるさと公園給水管更新工事◇大川ふるさと公園給水管更新工事

産業厚生常任委員会産業厚生常任委員会 10月４日（金）実施10月４日（金）実施 常任委員会常任委員会
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　この祭りは、約３００年前から続くもので、頭屋の家に成岡地区の人々が集まり、１本の大根を

次々にかじるので、「大根かじり祭り」と呼ばれています。

　成岡地区の北野神社で催され、旧暦の９月１９日に収穫を感謝する祭りで、大根をかじると病気

をせずに健康に暮らせるという言い伝えがあるのだそうです。

　歳の神の日に塩生雪上運動会が行われ小さい

子から高齢の方まで参加され楽しみました。

　町健康福祉課では１人暮らしの高齢者宅の除雪

を実施しており玄関・自宅周りの除雪を事前の申し

込み者から要請があれば、除雪を実施しております。
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れ
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人
口

減
少
、
財
政
の
脆
弱
さ
が
目
立
ち
、 

思

う
よ
う
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
な
い

こ
と
を
も
ど
か
し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
も
っ
と
財
政
基
盤
の
強
い
自
治
体
を

目
指
し
て
、 

隅
々
ま
で
行
き
渡
る
よ
う

な
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
た
い
と

思
い
、 

昔
の
よ
う
に
1
万
人
の
盆
踊
り

が
で
き
る
よ
う
な
活
気
の
あ
る
町
を
取

り
戻
し
た
い
で
す
。

�

（
渡
部
　
　
哲
）

議会広報常任委員会
委 員 長　　星　　　和　志

副委員長　　大　竹　浩　治

委　　員　　猪　股　謙　喜

委　　員　　湯　田　純　朗

委　　員　　星　　　昌　彦

委　　員　　渡　部　　　哲

『成岡の大根かじり祭り』9月19日

次回３月会議は３月第１週目の予定です。※日程が変更になる場合がありますので議会事務局へお問い合わせ下さい。


